
トカラ列島中之島の
巨大地すべりの調査・観測と対策工
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図2. 中之島平面図
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斜面変動（新たな崩壊の兆候）

中之島地すべり

幅1.2ｋｍ
長さ1.3㎞

対策前の変動量
１年間35㎝
集水井13基を下部に施行
活動は沈静化



写真1. 中之島地すべり全景
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変動状況写真位置図



①調査地全景（地すべり末端）

Ａブロック Ｂブロック

学校

目地が開口した護岸 隆起した珊瑚礁



②海岸護岸目地の開口(Ａブロック末端）



③河川護岸の
亀裂破壊

0.7m



④Ａ－１ブロック境界の橋梁



⑤橋桁と橋台のズレ（Ｈ９年６０㎝ → Ｈ１６年７３㎝）



⑥Ａﾌﾞﾛｯｸ末端海岸護岸目地の開口
27㎝27㎝27㎝27㎝



⑦民家玄関の傾斜と
道路目地の変状（Ｂ
ﾌﾞﾛｯｸ末端）



⑧⑨新設道路舗装の亀裂



⑩Ｂﾌﾞﾛｯｸ末端サンゴ礁の隆起



⑪陸側へ傾斜して隆起したｻﾝｺﾞ礁

当時の私
足が短い（現在も短い！）



⑫Ａﾌﾞﾛｯｸ頭部の道路段差



⑬Ａﾌﾞﾛｯｸ頭部の連続した亀裂



⑭Ｂﾌﾞﾛｯｸ上部緩斜面の道路目地の開口



⑮同、道路目地の開口状況



調査地点位置図



コア写真（ＢＶ－Ａ２）



コア写真（ＢＶ－Ａ５）



コア写真（ＢＶ－Ａ５－２）

赤色はすべり面付近



コア写真（ＢＶ－Ｂ１）



コア写真（ＢＶ－Ｂ５）
岩盤の下位に崩積土あり



コア写真（ＢＶ－Ｂ５－２）



ＢＶ－Ａ１変位柱状図

１１０㎜



ＢＶ－Ａ２変位柱状図

３２㎜



ＢＶ－Ｂ５変位柱状図

２６㎜



孔内傾斜計観測結果



地質断面図

末端緩斜面
中央斜面

上部緩斜面



地盤伸縮計変位相関図１
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地盤伸縮計変位相関図２
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地盤伸縮計変位相関図３
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地盤傾斜計変位方向図



移動量観測杭変動状況



移動杭変位相関図（Ｃライン）
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移動杭変位相関図（Ｄライン）
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地下水位変動図（末端緩斜面区間２）



地下水位変動図（中央斜面区間１）



地下水位変動図（中央斜面区間３）



５．地下水排除工の最適配置

【計算ケース】

上段；Case4

下段；Case２

中段；Case3

最下段；Case1

最下段；Case0

井戸設置位置＊ 地下水涵養量 備考

case 0 基幹7基 前回設計の７基 　黒

case 1 元計画案 基幹7基+下段6基 　黒＋緑

case 2 下段設置案 基幹7基+下段6基 　黒＋オレンジ＋斜線

case 3 中段設置案 基幹7基+中段6基 　黒＋青

case 4 上段設置案 基幹7基+上段6基 　黒＋ピンク

計算ケース

10mm/日（大雨時）

当地区では、斜面勾配が緩やかなため、集
水工の排水ボーリングを地上に出す事は困
難であることから、井戸間を連結する事とし、
排水を考慮して、集水井を計画した。

今回は、その他の集水井の最適配置を検討
した。
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対策工平面図



写真12. 工事施工状況写真（3）

硬質な安山岩転石が多く、掘削に苦労
した。その他、井戸掘削中に本体が傾
き、ディープウェル、薬液注入実施した
井戸もある。



図10. 防止工効果判定観測計器配置図

図11. 防止工効果判定図
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写真13. 集水井の貯留状況

集水井WB-5の貯留状況 集水井WB-6の貯留状況

排水管の閉塞状況


